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「
関
ヶ
原
の
役
」
は
い
ま
も
生
き
て
い
る

増

山

雄

三

滋

賀

県

彦

根

市

の

、

昭

和

三

十

六

年

（

一

九

六

一

年

）

頃

に

市

長

だ

っ

た

「

井

伊

直

愛

」

氏

は

、

温

和

な

紳

士

で

市

民

の

評

判

も

良

か

っ

た

が

、

彼

は

か

つ

て

の

彦

根

二

十

五

万

石

の

城

主

だ

っ

た

、

井

伊

家

の

直

系

で

、

あ

の

井

伊

大

老

の

曾

孫

に

あ

た

る

。

い

ま

こ

こ

に

、

彼

が

市

長

在

任

中

に

、

あ

る

新

聞

社

の

依

頼

で

書

い

た

、

「

子

孫

発

言

」

と

い

う

エ

ッ

セ

イ

を

読

ん

だ

事

が

あ

る

が

、

そ

こ

に

は

、

彼

が

ま

だ

学

習

院

初

等

科

時

代

だ

っ

た

頃

の

あ

る

日

、

祖

父

の

旧

井

伊

伯

爵

が

急

に

現

れ

、

「

汽

車

に

乗

せ

て

や

ろ

う

」

と

い

っ

て

、

い

き

な

り

東

京

か

ら

大

阪

ま

で

の

列

車

に

乗

せ

ら

れ

た

、

と

い

う

話

で

あ

る

。

そ

れ

で

、

途

中

で

下

車

し

た

の

は

、

岐

阜

県

関

ケ

原

の

寒

駅

で

、

関

ヶ

原

の

野

は

、

今

も

北

国

街

道

や

伊

勢

街

道

に

多

少

の

民

家

が

あ

る

程

度

で

、

慶

長

五

年

の

関

ケ

原

の

役

の

頃

と

、

殆

ど

変

っ

て

い

な

い

。
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私

も

何

度

か

こ

こ

に

来

た

事

が

あ

る

が

、

周

り

の

山

並

み

を

見

回

す

だ

け

で

、

尾

崎

士

郎

は

、

武

者

声

や

太

鼓

そ

れ

に

鉦

の

音

が

、

あ

り

あ

り

と

耳

の

奥

に

湧

き

あ

が

っ

て

く

る

よ

う

な

感

じ

で

、

涙

が

あ

ふ

れ

て

く

る

様

だ

と

い

う

が

、

こ

の

古

戦

場

だ

け

は

、

今

も

生

き

て

い

る

気

が

す

る

と

も

い

う

。

関

ヶ

原

の

役

は

、

東

西

十

五

万

の

兵

が

、

こ

の

盆

地

へ

集

ま

り

雌

雄

を

決

し

、

日

本

の

歴

史

は

こ

こ

か

ら

德

川

時

代

に

入

っ

た

が

、

尾

崎

士

郎

の

ナ

ミ

ダ

と

い

う

の

は

、

こ

こ

に

集

ま

っ

た

十

五

万

の

武

士

た

ち

一

人

一

人

が

、

こ

の

日

を

も

っ

て

、

家

門

栄

え

る

者

の

も

あ

り

ま

た

、

転

落

す

る

者

も

あ

っ

て

、

そ

れ

で

人

生

が

変

わ

っ

た

、

と

い

う

事

で

は

な

か

ろ

う

か

。

さ

て

、

東

京

か

ら

汽

車

で

や

っ

て

き

た

、

小

学

生

の

井

伊

直

愛

だ

が

、

お

じ

い

さ

ん

か

ら

「

こ

の

野

を

よ

く

み

て

お

け

。

こ

こ

で

お

前

の

先

祖

が

戦

っ

て

勝

手

く

れ

た

か

ら

、

お

前

は

こ

ん

に

ち

、

学

校

に

も

行

け

、

三

度

の

ご

は

ん

も

食

べ

ら

れ

る

。

こ

の

野

の

事

は

絶

対

に

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

」

と

、

言

わ

れ

た

。

事

実

、

武

田

信

玄

の

遺

臣

か

ら

指

導

を

う

け

、

徳
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川

軍

団

で

最

も

勇

猛

な

連

隊

長

の

井

伊

直

政

は

こ

の

後

、

石

田

三

成

の

居

城

・

近

江

佐

和

山

十

五

万

石

の

城

主

に

な

り

、

そ

の

子

の

代

に

な

り

、

城

を

彦

根

へ

移

し

て

、

三

十

万

石

に

加

増

さ

れ

た

。

大

坂

ノ

役

に

参

加

し

た

の

は

、

直

政

の

子

直

孝

だ

っ

た

が

、

こ

の

赤

備

え

の

部

隊

は

、

大

坂

方

の

木

村

長

門

守

重

成

の

部

隊

と

激

突

し

た

が

、

井

伊

の

直

孝

行

も

奮

戦

し

た

た

め

、

重

成

は

次

第

に

崩

れ

た

っ

て

し

ま

い

、

彼

も

手

傷

を

負

っ

た

の

で

、

馬

を

捨

て

て

ア

ゼ

に

腰

を

下

ろ

し

た

の

で

あ

る

。

す

る

と

、

井

伊

の

侍

大

将

の

安

藤

長

三

郎

が

や

っ

て

き

て

、

重

成

の

首

を

討

っ

た

の

で

、

彼

は

そ

の

功

に

よ

っ

て

五

百

石

を

加

増

さ

れ

た

が

、

敵

の

大

将

を

討

ち

取

っ

た

に

し

て

は

、

意

外

に

少

禄

だ

っ

た

た

め

に

井

伊

家

を

去

り

、

家

康

の

重

臣

安

藤

帯

刀

に

泣

き

つ

い

た

が

、

帯

刀

は

叱

り

井

伊

家

に

謝

っ

た

の

で

、

そ

の

後

、

長

三

郎

は

千

石

に

加

増

さ

れ

た

。

あ

る

時

、

浄

土

宗

の

住

職

が

、

北

千

住

の

檀

家

を

回

っ

た

と

き

、

仏

壇

に

木

村

長

門

守

の

位

牌

が

あ

る

の

を

見

た

の

で

聞

く

と

、

そ

れ

は

安

藤

長

三

郎

の

子
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孫

だ

っ

た

と

い

う

。

こ

の

よ

う

に

、

井

伊

家

は

関

ケ

原

で

戦

っ

た

た

め

に

、

そ

の

家

来

の

安

藤

家

は

、

木

村

重

成

の

首

を

貰

っ

て

子

孫

は

繁

栄

し

、

関

ケ

原

や

大

坂

ノ

役

と

い

う

の

は

、

不

思

議

な

生

き

方

で

今

も

生

き

て

い

る

。

令

和

四

年

四

月


